
冊子：A5_見開き2P
（ 紙のサイズ210×296mm 仕上がりサイズ148×210mm）

●●水水色色のの枠枠線線……切切れれててははいいけけなないい要要素素（（文文字字ややロロゴゴ等等））ををいいれれるる範範囲囲
●●ピピンンククのの枠枠線線…仕仕上上ががりりののササイイズズ
●●みみどどりりのの枠枠線線…フフチチななしし印印刷刷ににすするる場場合合、、背背景景をを伸伸ばばすす範範囲囲
■■ググレレーー枠枠 ノノンンブブルル範範囲囲
●●黒黒のの点点滅滅線線・・・・・・写写真真のの配配置置

入入稿稿時時はは、、色色つつききののガガイイドド線線、、枠枠をを消消ししててかからら入入稿稿ししまますす。。
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SUTENAI CIRCLE

プロジェクト概要

コクヨグループは循環型社会への貢献をマテリアリティのひとつに掲げ「多くのパートナー、顧客と

共に循環を生み出し、捨てない社会をリードする」というアウトカム実現に向け活動を展開している。

資源を循環させるためには、作り手、使い手、運び手、そして再生の担い手が領域を超えて協力する

こと、異なる立場に立ち、本当にこれで循環するかどうかを考えることが必要という考えのもと、検

討してきたコンセプトが「SUTENAI CIRCLE」である。

「SUTENAI CIRCLE」はコクヨの循環指針であるとともに、循環を実現していくための合言葉で

あり、誰もが参加し活動できるプラットフォームでもある。同指針のもと、資源循環の為の工夫（＝

SUTENAI工夫）を取り入れた商品の開発や情報・サービスの提供、使い終わったノートを子ども達

と共に回収再生する、参加型学習プログラム「つなげるーぱ！」等のプロジェクトに取り組んでいる。

捨てない事が当たり前の社会実現にむけて

コクヨ株式会社

プロジェクト概要

竹中工務店では、自社の環境戦略の1つ、サーキュラーエコノミーを実現するために「サーキュラーデ

ザインビルド®」というコンセプトを紡ぎ出した。同コンセプトのもと、従来のスクラップ＆ビルドから「つ

くる」・「つかう」・「つなぐ」をキーワードにリユース・リサイクル・アップサイクルなど、廃棄物を削減する取

組の推進を目指している。2023年にスタートした「建築における鉄のリサイクル」はその一例である。

竹中工務店が解体する建築物から排出される鉄スクラップ回収後、電炉鉄鋼メーカーのニーズに見合

った製鋼原料に加工し、加工された原料を製鋼会社が環境負荷の低い電炉で溶解し製品化、同製品を

竹中工務店が手掛けるプロジェクトにて活用・トレーサビリティを確立する体制を構築。これまで実現が

難しかった業界を跨ぐ連携体制の構築が実現した。今後もこうした連携体制の構築を進め、資源循環

全体での課題共有や解決方法の議論を深め、取り組みのスパイラルアップや活動の輪の拡大を目指す。

「つくる」・「つかう」・「つなぐ」をキーワードに、資源循環全体で廃棄物を削減する取組を推進

連携機関

コンセプト作成協力 京都工芸繊維大学水野大二郎研究室、（株）RE:PUBLIC

連携機関

「建築における鉄のリサイクル」 （株）竹中工務店（建築物の設計・施工）

巖本金属（株）（排出される鉄スクラップの回収・原料加工）

岸和田製鋼（株）・共英製鋼（株）（溶解・製鋼）

東京製鐵（株）（溶解・製鉄）

サーキュラーデザインビルド® 株式会社竹中工務店
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